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平成 27年の観光動向について

平成 27年 の岩 国市全 体 の観 光入 込 客数 は 、前年 比約 5%増 加 し、3,H4,875人 と

な り、 300万人 を上 回 りま した。

岩 国市 の観 光 入 込 客数 の指標 とな る錦 帯橋 の年 間入 橋者 数 につ いて は、前 年 比約

2%減 少 し、 611,827人 とな りま した。 特 に 1月 、 4月 、 11月 は、前 年 比約 15%

減少 し、そ の要 因 は、いずれ も天候 の影 響 を受 け、初詣 や お花 見・紅 葉 狩 りの期 間

が短 くな った こ とが考 え られ ます。 しか し、 9月 は 6年 ぶ りの大型連 体 に よ り、前

年 比 216%の 増力日とな りま した。

ま た、錦 帯橋 を訪 れ た観 光 バ ス は前年 比約 20%減 少 し、5,109台 とな り、昨年 同

様 、入 込 客数 に大 き く影 響 してい ます。そ の 内、外 国人 バ ス ツアー の割 合 は 、増加

してお ります 。これ は、第 23回 世 界 スカ ウ トジ ャ ンボ リー (7月 28日 ～ 8月 8日 )

の開催 に加 え、山 口県及 び広 島県 な ど と連携 して 、外 国人旅 行 会社 の視 察や テ レビ

番 組 な どの誘 致 に取 り組 ん だ こ との効果 と考 えます。

また、岩 国城 ロー プ ウエ ーや岩 国城 の入 込 客数 は、対 前年 比 102%の 増加 とな

ってお り、岩 国城 ロー プ ウエ ーや岩 国城 まで訪 れ る こ とが で き る個 人観 光 客 が増 え

て い る もの と考 え られ ます。

そ の ほ か 、観 光 イベ ン トで は、第 28回 ね ん りん ピックお いで ませ !山 日 (10月

17日 ～ 20日 )が 開催 され る とともに、岩 国最 大 の集 客イベ ン ト「日米親 善デ ー J

で は 、 3年 ぶ りに航 空 シ ヨー が 開催 され た こ とに よ り、前 年 比 115,000人 増加 の

165,000人 とな って お ります 。

こ うした こ とか ら、平成 27年 度観 光入 込 客数 は、昨年 度 か ら約 15万 人 の増加 と

な りま した。

次 に、ア ンケー ト調 査 結 果 に よ る平成 27年 の傾 向 につ いて です が 、設 問 1の「来

岩観 光 客 の地域 別 割 合 」で は、中四 国地域 の割合 が高 くな つてお ります。また、設

問 4の 「旅 行 の形 態 」は 、ツ アー の割 合 が減 つてお り、夫婦・ カ ップル の害」合 が高

くな つてい ます 。設 問 5の 「旅 行 で利 用 され た交通機 関」で は、乗 用 車 の割合 が増

え、個 人旅 行 者 が増 えて い る と考 え られ ます 。

設 問 7「 泊 ま らない人 の滞 在 時 間 Jで は、昨年 に 引 き続 き 4時 間未 満 が約 80%と

な ってお り、岩 国市 が通 過 型 の観 光 地 で あ る こ とが言 えます。 しか しなが ら、4時

間以 上 の割 合 が約 2%増 加 してお り、こ こに も個 人 旅行 者 の増加 の傾 向 が うか が え



ます。

設 問 9「 錦帯橋以外 で行 つた場所」では、国の天然記念物である岩 国のシロヘ ビ

関連施設 が第 1位 とな り、希少性の高い岩 国のシ ロヘ ビに対す る関心の高 さが伺 え

ます。

そのほか、設間 10の 「旅行先 を決 めるのに最 も参考 に した ものは」では、昨年

に引き続 きイ ンターネ ッ トの割合 が増加 してお り、設 問 10の 隣に参考 として掲載

している「各世代 にお ける割合」では、世代間において旅行先 を決 める手段 に違 い

が あ ります。特 に 20歳 代、30歳 代 については、イ ンターネ ッ トの害」合 が第 1位 と

なってお り、スマー トフォンや タブ レン トな どの普及 によ り、今後 もその利用が見

込まれます。

こ うした こ とか ら、ホー ムペ ー ジや sNSに よ るイ ンター ネ ッ トを活 用 した効 果

的 な情報 発信 の充 実 を図 る必 要 が あ る と考 え られ ます。

また、今 後 の増加 が見込 まれ る外 国人観 光 客へ の PRの 実施や 受 入 体制 整 備 が必

要 と考 え られ ます。さ らに は、増カロ傾 向 に あ る個 人観 光 客 の滞 在 時 間 の延 長 につ な

が る体 験型 メニ ュー の 開発 な どが必 要 と考 え られ ます 。



平成 28年 の観光 について

平成 28年 は 、平成 30年 に 「明治維 新 150年 」を迎 え る 当た り、山 日県 と県 下市

町 が連 携 し、大型 観 光 キ ャ ンペ ー ン「や ま ぐち幕 末 ISHIN祭 Jを 展 開 してい る とこ

ろです 。

具体 的 な取 組 み の 中核 と して 、」R6社 との連 携 に よる「幕 末 維 新 や ま ぐちデ ス

テ ィネ ー シ ョンキ ャンペ ー ン」が平成 29年 9月 ～ 12月 に実施 され る こ とが決 定 さ

れ 、国 内 の都 市 圏 にお け る観 光 PRイ ベ ン トや 外 国人観 光 客受入 体制 整備 事 業 の展

開が予 定 され て お り、当市 と して も、当キ ャ ンペ ー ン との連携 を図 りなが ら観 光客

の誘 客 に積 極 的 に取 り組 ん で まい ります 。

ま た 、岩 国錦 帯橋 空港 で は平 成 28年 3月 27日 よ り、羽 田便 の増 便 に よ り岩 国羽

田間 を 1日 5往 復 、沖縄 便 の新 規 就 航 に よ り岩 国沖縄 間 を 1日 1往 復 とな りま した。

引 き続 き首都 圏 に加 えて沖縄 に対 して観 光 PRを 実施 し、空 港 を利 用 した観 光 客 の

誘 客 に取 り組 んで まい ります。

さ らに、「岩 国市観 光 ビジ ョン」 (平 成 27年 8月 策 定 )に 基 づ き、観 光 事 業者や

市 民 の方 と一 体 とな って観 光振 興 の推 進 を図 つて まい ります。

現 在 、「岩 国観 光 プ ロモ ー シ ョン戦 略 協議 会 J(平 成 27年 H月 設 立 )を 中核 と し、

各観 光 協会 や 商 工会議 所 。商 工会 等 と連 携 し、総 合観 光 パ ンフ レ ッ トの作成 や 、岩

国錦 帯 橋 空 港 を利 用 した誘 客促 進 の た め、岩 国沖縄 便利 用 者 に対 す る レンタカー費

用 の助 成 や観 光 客 の満 足 度 の 向上 の た め、 お もて な し研 修 会 を行 つて お ります。

ま た 、本 市 で は、錦 帯橋 周辺 で の古 民家 を活 用 し、体 験型 メニ ュー の提 供や Free

Wi fiス ポ ッ トを整備 し、外 国人観 光 客 も含 めた観 光 交流 施設 を開設 す る予 定 です 。

ま た 、今 年 度 は 、岩 国ブ ラ ン ドの構 築・推 進 を図 るた め 、市 内各 事 業者 や 関係 国

体 、市 民 な どか らな る「岩 国市 特 産 品 に係 る地 域 ブ ラン ド推進 基 本 方針 策 定検 討委

員会 」 を設 置 し、地域 全 体 で考 え方 を確 立 した い と考 えてお ります。

こ うした施 策 の ほか 、観 光 ホー ムペ ー ジや フ ェイ ス ブ ックな ど、様 々 な ツール を

活 用 して本 市 の魅 力 を発 信 す る と ともに、各観 光 協 会・商 工会 議 所・商 工会・岩 国

観 光 プ ロモ ー シ ョン戦 略 協議 会 等 を始 め と した観 光 関連 団体 と連 携 し、多様 化 す る

観 光 ニ ー ズ に的確 に対応 して ま い りた い と考 えてお ります。



資料 1

岩国市の観光入込客教 と錦帯橋 者数 の推移 (渦去 10年 間 )
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1,000,000
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平成18年  平成19年  平成20年  平成21年  平成22年  平成23年  平成24年  平成25年  平成つ6年  平成27年

一 観光入込客数

手 錦帯橋琳 者数

2,977,028 3,342,953 3,112,598 2,970,357 3,114,8753,264,709 3,393,484 3,311,935 3,413,701 3,301,311

623,969 611 827685,682 746,529 747,416 784,427 716,074 667,629 697,927 700,866

※平成23年 3月 H日 東日本大震災発生。6月 19日 高速道路ETC割引廃止。

※平成24年 12月 14日 岩国錦帯橋空港開港

※平成25年 8月 1日 貸切バスの交替運転者の配置基準改正  ・



過去 3年間の錦帯橋入橋者数 (月 別 )

資料 2

(単位 :人 )

年・月 平成25年 平成26年 平成27年

1月 49,149 40,247 81 9% 30,756 76 4%

2月 42,487 31,464 74 1% 34,102 108 4%

3月 76,571 57,520 75 1% 57,362 99 7%

4月 75,710 71,611 94 6% 63,537 88 700

5月 73,157 71,011 97 1% 68,952 97 1%

6月 40,368 38,691 95 8% 38,825 100 300

7月 45,007 40,053 89 0% 36,640 91 500

8月 66,823 62,856 94 1% 64,608 102 8%

9月 51,254 49,218 96 0% 59,838 121 6%

10月 52,822 45,045 85 3% 47,949 106 4%

11月 76,539 76,235 99 6% 66,447 87 2%

12月 50,979 40,018 78 5% 42,811 107 0%

合  計 700,866 623,969 89 0% 611,827 98 1%



資料 3

平成 27年 岩国 光ア ンケー ト調査

1 目  的

今後の観光行政をより効果的に推進 していくための基礎的な資料として、岩国市を訪れる

観光客の動向を把握するため、観光アンケー ト調査を実施 した。

2 調査概要

◎調査対象

聞き取 り調査 (錦帯橋周辺に限る)岩国市来訪者

◎調査場所および調査 日

来訪者への聞き取 り調査 (錦帯橋周辺 )

*平成 27年 4～ 12月 (随時)

◎サンプル数 (有ノ~功 回答) 6, 483人 (昨年 5, 702人 )

調査方法

観光アンケー ト調査は岩国観光ガイ ドボランティア協会に依頼 した。期間を通じて、団体、

個人旅行 とバランスよく聞き取 り調査を実施 し、サンプル数が 5, 000人を目標に実施をし

ている。



中 国・ 四 国 33 57%1 中国  四国 35 49:

21 9鴇 1 閏 更 20701関 買

近 畿 14 96eOl 更三浄脆 14 871

九州 13 15%1 九り11 14 071

中部 1086%l中 部 10 06γ

北海道 東北 417%1北海道 東北 3 13。 l

外 国 1 3跡 I 外 国 1 68nl

無回答 0 00%I 無回答 0 0091

計 100 00%I 言+ 100 00γ

設問1:来岩観光客の地域別割合

来県別ベヌト10は ①広島 ②山口 ③東京 ④福岡 ⑤大阪 ⑥
神奈川 ⑦兵庫 ③岡山 ③愛無 ⑩埼玉

H26⑥広島②東京 ③山口④福岡◎大阪⑥れ,奈川 ⑦兵ナF⑥同山⑨委如 ⑩千葉

地域区分

設問4:旅行の形態 (同行者)は

ツアー旅行の割合が下がつてお り、約 80%以 上が個人旅行で
あることがわかる。

r参考ノロ体′シ ノアーの地域男U台数
(岩国市観光協会 :観光バス入 り込み状況より)

国

。

中

る
四国地域の増加に対 して、関東・ 中都地域が減少 してい

来岩観光客の年齢割合は昨年に引き続き60代が1位、50代

が2位 となっている。

乗用車の利用割合が高まつてお り、個人旅行の割合が増
えていることが考えられる。

23 17'関東 1,615台 2542川 関東 1,184台

2110'中国 .四 国 1,273台 2004% 中目 四目 1,078台

九州 1,077台 1695%十 九)‖ 799台 1564,

近畿 909台 1431川 近畿 749台 1466,

中部 709台 ■ 16% 中部 585台 1145,

外国 401台 631朗 外国 429台 840,

北海,者 東北 369台 581鈷 北海道 東北 285台 558,

計 6353台 10000期 計 5109台 10000,

北海道・東北 1北海道・青森・岩手・秋田・宮城・山形・福島

関東   I灰 城・栃木・群馬・埼玉・千粟・買原・神奈川・ 山梨

中部   1新 潟 。富山・石川・福井・長野・岐阜・静岡 。愛知・二重

近畿   i滋 賀・京都・大阪・兵庫・奈良・和歌山

中国 。四国  1鳥取・ 島根・岡山・広島・山日・徳島・否川・愛媛・高知

九州   I福 岡・佐賀・長崎・熊本・大分・宮崎・鹿児島・沖縄

外国    Iアメリカ 台湾 中国・フランス・タイ・香港 ハンガリー・イギリス・オーストラリアなど29カ国

男 51 75%I 男 51 70妥

女 48 18%I 女 46 86γ

無回答 0 07%1‐ 負([]そ事 1 44γ

計 100 00%I 言十 100 00el

35 65'60代以上 37 07%1 60代 以上

50代 20 15%1 504ヽ 19 90'

30イ代 14f92別 -30代 151461

40イ式 13 52%1 40イ代 13 74猟

20イ式 12 87%1 20イ代 12 85ヌ

10代 1 35。O1 10イ代 1 48χ

無回答 012%I無 回答 0 92メ

計 100 00%I 言十 100 00%

家 族 2867%I家族 28 55γ

夫婦 カンプル 24 20%I大 ,l カップル 28 19γ

友 人 2273%I友人 20 67γ

ツアー 1403%Iツ アー 11 28γ

そ の仙 963%Iそ の lギ
] 9 88。 l

修字旅行 0 7囲 1 修 学 旅 行 0 771

無回答 002%I無 回答 0 66;

計 10000%1計 100 00%

47 66%I乗鳥二(2皓含む) 51 709乗用草 (2輸 含む )

列 車 2781%I列車 25 53,

ノミン、 1222%Iク スヾ 11 86V

航空機 11 54%I え克室こ奉箋 10 1801

その他 070%Iそ の他 0 54γ

無回答 007%I無 回答 0 1901

計 100 00%I 言十 100 00el



泊まらない 91,37%I泊 まらない 90_6411

泊 ま る 8_61%!泊 ま る 8_07%

〔回答 0 02%I 奏〔[]宅争 1 29X

十 100 00%I ξ十 100 00%

い

昨年同様、宿泊をしない割合が約 90%を占めており、岩
国は依然として通過型の観光地である。

変動 1よなく、5,000未満が約 80%を 占め
いる。

昨年に引き続き4時間未満が約 80%を 占めている。

1～2時間 43_55% 1～2時間 43 21妥

2-4時間 39,41% 2～4時間 40 6911

1時間未満 5 58% 4時間以上 5 3711

4時間以上 3 38% 1時 F日号未 l荷 3 76叉

無回答 8 08ヌ 無回答 6_97γ

計 100 00γ 計 100 00γ

3,000円 未ユ街 40.73%13,000円 未満 40 74%

1,000円未満 2515%11,000円 未満 27 63%

5,000円 未満 2022%15,000円未満 18 46%

10,OOO円未満 733%l10,000円未満 6 43%

15,000円以上 445%115,000円以上 2 08%

15,000円未滴 2,07%115,000円 未満 4_37%

無回答 0.05%I無回答 0 29%

計 100.00%1計 100 00%

=
34 38%白蛇神社・白蛇観覧所

イ 26 01%岩国城

イ 24.65%ロープ :ク エー

=
8 10%

イ 4 97%な し

=
字野千代 生家 0 67%

イ 0 53%葉川ムーバ レー とことこトレイン

温泉 0,22%才

イ 無回答 0 47%

合計 100.00%イ

シロヘ ビ関連施設が 1位 となつてお り、 さがう

五irr構聴 `オイ ドプ ック 25.66% 旅千雑誌 ガイ ドプ レク 24 27γ

インターネット 17.71% インターネット 21 0511

その他 17.01% その他 19 41望

旅任代理店を通 して 16.13% 旅行代理店を通 じて 13 06γ

友人の話 13 26% 友人の話 11 19ダ

テレビ ラジオ 6 24% テレビ・ ラジオ 6 8511

パンフ・ ポスター 381% バンフ ボスター 3 79X

無回答 0 18% 無回答 0_38貿

100 00%計 100 00% 計

【参考】各世代たお7アち割今

インターネントの割合が昨年に比べれ3%増加 してるり、旅行雑誌・ガイ ドプックと並ぶプロセスとなわている。
20代、90代においてはインターネットを閲覧して旅行先を決めた方が一番多く、旅行代理店を通じて決めた方は少ない。
一方、60代以上においては、旅行会代理店が多く、世代間で旅行先を決めるプロセスに違いがあることがよくわかる。

1414馬 1 2146X1 2882X1 2595“ 1 2714X1 28B島 1 2794,

11 1lHI ,R命 鵬| ,a ss篤 |夕 l os頓  1,ss朝 168SW S881

4545‖ 出団瑚 19o9‖ 1174朗 17澗朗 側〕3瑚 掛4獨

1212X 360XI S02X 1354X! 1408川  1902ヽ l I1761

穆J2州 1662珀 Ю94州 882研 917州 li68研 132琳

515%1  5116ヽ 1  695“ |  '90猛   939X1  6 SI孫1 1176i

nm朝  31R珀  116朝  390珀  412輻  413期  2941

olxl朗  o22‖ 017朗  o封‖ oЫ報 o50ヽ  010'

10000期 10000‖ 10000報 1000研 10000期 10000川 100Ю 04



自宅 43 8691 自宅 45 23%

宮島・広島 38 50% 宮島・広島 35 79%

山口県内 12 10タ 山 口県内 12 79%

山陰 2 09V 九州 1 91%
九 州 1 4911 その他 1 80%

その他 1 33貿 山陰 1 64γ

四国 0 58貿 四国 0.3511

無回答 0 05% 無回答 0 49X

計 100.00% 計 100 0011

自宅 86 63% 自宅 36 53%
宮島・広島 36 5711 宮島・広島 33 40%

山 口県内 19 68% 山 口県内 23 59%
九州 2 68% 山 陰 201%
山陰 1 93% その他 2 07%

その他 1 88% 九州 1 58%

四 国 0 58% 四 国 0 64/

無同答 0 05% 無国答 0 1811

計 100.00,l 計 100 0011

|き 続き、間H、 問12と もに「自宅」が多い。次いで「宮島・広島Jの割合多く、広島・宮島との結びつきが強いこと
問11では「自宅」の割合が増えており、近題離の観光客が草で訪れていることや、関東からの観光客が岩国錦帯橋
していることが考えられる。問12では「山口県内Jの割合が4%増えており、新たに世界遺産となった萩市などへの
ていることが考えられる。

として「体憩施設が少ないJが多く、更なる満足度向上
めたい。        |

「景観」力`約 60%を 占める。歴史や構造に関するPRによ
り更なる観光客の増加が見込まれる。

「初めて
により、

Jが約 60%を 占め
更なるリピーター創

る。満足度を向上させること
出の可能性がある。

知っている方は依然 として約 200/Oに とどまっている

める必要がある

けて機運を盛 り上げるため更なるPR
。世
に努

とくになし 86.75γ とくになし 82 50%
休憩施設が少ない 5147X 休憩瓶設が少ない 5,82男
税たス不ッ ト
ヘの案内標識が

不十分
2 63貿

イ
ヽ

卜
れ

り
ゎ

卵
勘

わヽらなヤ
4 32,l

トイレカS足 り
ない 。場所がわ
からない

2.12%
理ノ色ス不 ッ ト
ヘの案内榛識が

不十分
4 04貿

交通の便 ,)`よ くない 1 81% 交通の便がよくない 1 75貿

雄早蒻メ
'ゝ

足ツ
′よい 場所がわ
/Jヽ らない

0,7511
馬至車場が足 り
ない・場所がわ
からない

0,83%

無回答 04翻 無回答 0_74%

計 100 00% 計 100 00%

初めて 64.9011 初めて 64 9411

2回 目 18 12% 2回 目 17.5211

4回 目以上 8 49% 4回 目以上 8 88男

3回 目 8 44% 3回 目 7 97貿

無回答 0.05% 無回答 0.69貿

十 100.0011 計 100,00%

/ 景観 65 03V

/ 歴 史 15 11貿

/ 構造 14 51%

/ な し 5 15貿

/ 無回答 0 2011

計 100_00%

知 らない 75 18% 知 らない 74 21%

知っている 24.75% 知っている 25.39,l

無回答 0 07% 無回答 0 40%

計 100.00貿 計 100 00%


